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 理事長は、穏やかなスタ 
ートを切った元日にふれて 

「この一年が（元日の天気 
のように）穏やかに続くこ 

とを願っています。昨年は 
学園にとって（創立百周年 という）非常に大きな年で 

した。大正元年、１９１２ 
年に『名古屋電気学校』と 

してスタートを切り、第二 
次世界大戦後の学制改革で 

中学、高校、短大、続いて 
大学を開学し、今日の学園 

の基礎をつくりあげた。今 
年は次の百年に向けて、新 

たな気持ちで取り組んでい 
かなければなりません。 

 学園は、昔から『ものづ 
くり』を柱として取り組ん 

でいますが、ここ数年、モ ノをつくっても売れない日 
本は今、世界に通用するモ 

ノづくりが求められていま 
す。本学の先生には学生の 

指導も含め『ものづくり』 
を基礎に置いた取り組みを 

お願いしたい。また、大学 
教育では先行きますます厳 

しい『少子化』問題の克服 
に取り組むことが、一番大 

きな目標です。教職員は力 
を合わせ、いい年になるよ 

う頑張ってほしい」と強く 
く訴えました。 

学を取り巻く厳しい状況は 
これからも変らないと思い 

ます。それらを乗り越える 
ため本学は▽就職率が高い 

▽「ものづくり教育」が日 
本一（と私は自負）▽教育 

力もある―というほかにト 
ータルとして強い大学を目 

指すことです。強い大学・ 
愛知工業大学をこの先の一 

つの課題として一つ一つ積 
み上げていきたい。 

 昨年、学園百周年に学生 
が今ひとつ盛り上がらない 

という状況から『百周年で 
学生を巻き込んだ何かがで 

きないか』と思っていまし 
た。大学開学五十周年記念 

事業で作った映画『築城せ 
よ！』が、参加した学生に 

は非常に良かった。こうい 
うものが出来ないかと、本 

学客員教授の堤幸彦監督に 
（映画づくりの）話をして 

年度内に（具体化へ）と思 
っています。一人でも多く 

の学生へ参加を呼びかけ、 
プロの現場を体験させ、一 

つのモノを創り上げる感動 
を味わわせ卒業させたいと 

思っており協力をお願いし 
たい」と呼びかけました。 
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 後藤淳理事長は一月七日、八草キャンパスの 号館大講義室で行なわれた年初式で学 

園、愛知工業大学の教職員を前に挨拶し、世界に通用するモノづくりが求められている 

日本の現状を踏まえ、「ものづくり」を基礎にした取り組みを訓示。また、後藤泰之学 

長は私学を取り巻く厳しい状況から総合力で強い愛知工業大学づくりを目指す一方、学 

生に「ものづくり」の感動を与える映画づくりに取り組む考えを明らかにしました。 

 （理事長、学長の年頭挨拶要 
旨は三ページ目に掲載） 
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学園、大学の教職員が出席し開かれた年初式 
教職員に年頭の挨拶をする後藤淳理事長 

新しい大学像、映画製作などを語る後藤泰之学長 
学生にものづくりの感動を 

 学長は、「昨年執り行わ  
れた学園創立百周年の各行 

事を無事に終えることがで 
きました。理事長から『こ 

の百年間はけっして平坦で 
なかった』との話を聞いて 

おり、様々な困難を乗り越 
えて現在があると、先輩方 

のご苦労に感謝します。私 
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応援を得て出来ました。本 
校も二十年が経ち、皆さん 

にはこれから次の十年、二 
十年先に向けて頑張ってほ 

しい。今年の志願者数が昨 
年を上回りそうだと聞いて 

いますが、四月に『良かっ 
た』と言えるように頑張り 

ましょう」と述べました。 
 また、井校長も「昨年、 

皆さんや学園の力で本校創 
立二十周年記念式典ができ 

ました。後藤淳理事長に初 
めて仕事始めに来ていただ 

き、教職員一同、喜んでい 
ます。志願者も皆さんの努 

力で増えており、こうした 
状況が続くよう今年一年、 

頑張りましょう」と教職員 
に話しました。 

   後藤淳理事長、後藤泰之 
学長は一月五日、若水キャ 

ンパス・南校舎地下一階大 
講義室で行われた高校・附 

中の合同職員会議に出席。 
会議に先立ち挨拶し、「昨 年は学園にとり記念すべき 

一年でした。新年度はもっ 
と、もっと先を見据え、前 

年度、振るわなかったとこ 
ろはそれぞれ反省し、課外 

活動、運動など各分野で成 
果を挙げてほしい。本年も 

良い年になるように力をだ 
し頑張ってください」と激 

励しました。佐藤忍高校・ 
附中校長ら百五十人近い教 

職員が出席して、理事長の 
話に耳を傾けていました。 

年）、川嶋範夫部長、小西 
貴之監督を学園表彰（川北 

選手の詳細は七ページに掲 
載）し、「第 回全国高等 

学校選抜卓球大会」（三月 
二十三日～二十六日、北海 

道立総合体育センター）に 
出場する卓球部など全国大 

会に出る左記の七クラブを 
クラブ表彰しました。 

 表彰式は高校校長室で行 
なわれ、後藤淳理事長が各 

クラブの顧問らを激励しま 
した。  ▽自転車競技部▽相撲部 

▽剣道部▽スキー部▽卓球 
部▽フェンシング部▽ウェ 

イトリフティング部 

  後藤淳理事長は一月七日 
午後、学園・大学の年初式 

を終えた後、専門学校で初 
めてとなる年頭挨拶を行な 

いました。一階の教職員室 
で井研治校長、川出善晴事 

務長ら同校教職員を前に、 
「本校は開学にあたりいろ 

いろ話もありましたが、情 
報化時代に備えて豊田市の 

る高校恒例の餅つきが行な 
われました。家庭科研究部 

の部員が合わせて三十㌔の 
餅米を蒸した後、教員や生 

徒が用意した石うす、きね 
で次々につき上げました。 

 後藤泰之学長、佐藤忍校 
長も後藤淳理事長の見守る 

中、生徒らの掛け声に合わ 
せて餅をつき、盛り上げま 

した。つきたての餅は部員 
の手で食べやすいように丸 

めて、あんこ、きな粉、大 
根おろしなどをつけて教職 

員や部活動で登校していた 
生徒に振る舞われました。 

 本年の仕事始めにあたり後藤淳理事長は愛工大情 

報電子専門学校で初めて年頭の挨拶を行い、教職員 

を激励しました。愛工大名電高校では年頭挨拶に続 

いて後藤淳理事長、後藤泰之学長も加わり、恒例の 

餅つきで新しい年のスタートに勢いをつけました。 

専門学校で 専門学校で初めてとなる年頭挨拶で教職員を激励する後藤淳理事長 高校・附中で 

年頭挨拶で高校・附中の教職員に本年も部活動などで一層の活躍を、と激励する後藤淳理事長 
理事長、学長らの見守る中できねを持って餅つきをする女子生徒 

後藤淳理事長（左端）からクラブ表彰を受けた各クラブ顧問らと学園表彰の川北選手（右端） 

   この後、北校舎中庭で新 
年のスタートに弾みをつけ 

ようと教職員、生徒らによ 
高校中庭で餅つき
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 学園は二月十五日、 
ＪＯＣフェンシング大 

会で優勝した愛工大附 
属中学校フェンシング 

部の川北信海選手（三 
学園表彰 
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一二年に（学園の前身とな 
る）名古屋電気学校がスタ 

ートしてちょうど百年を数 
えました。（第二次世界大 

戦の）終戦まで、名古屋電 
気学校できましたが、学制 

改革を受けて中学、高校、 
短大、大学と続けて学校を 

つくり、現在の（学園の） 
基礎ができました。この八 

草キャンパスには昭和四十 
年ごろ、後藤鉀二前理事長 

と山を見に来ました。「こ 
の山の中に、何ができるの 

だろうか？」と半信半疑で 
したが、前理事長の「ここ 

につくろう」の一言で決ま り、（大学づくりに）取り 
組んできました。 

 （新しい年を迎え）思い 
出ばかり言っていてはだめ 

で、これからの次の百年を 
どうするか、新たな気持ち 

で取り組んでいかなければ 
なりません。いよいよ四月 

へ向けて新しい学生を迎え 
る時（一般入試願書受付） 

が始まります。いつもお正 
月に頭に浮かぶのが、志願 

者数のことで、今年も昨年 
以上のスタートができれば 

と思っています。 
 学園は創立から「ものづ 

くり」を柱としています。 

聞いて痛感しました。幅広 
く様々な分野に目を向け、 

認識を深めてほしい。学園 
のモットーである「創造と 

人間性」も意義深いものが 
あり人間性で日本人の持つ 

几帳面さなど外国人にない 
ものを失ってはならない。 

 また、大学教育の世界で 
は、「少子高齢化」がこれ 

から先、克服し取り組んで 
いかなければならない一番 

大きな目標であります。 
 皆さんで力を合わせ（新 

しい年の）スタートを切り 
いい年になるように頑張っ 

てください。 

ここ数年、日本はモノをつ 
くっても売れません。世界 

で国内でも通用し、求めら 
れているモノを創らなけれ 

ばなりません。大学ですの 
で、先生には学生の指導も 

含めて、「ものづくり」を 
基礎に置いた取り組みをお 

願いしたい。 
 昨日、四十八回目と長い 

歴史を持つ高校吹奏楽部の 
定期演奏会に行ってきまし 

た。音楽は気持ちを落ち着 
かせ、「ゆとり教育」はい 

けませんが、「ゆとり」は 
時には必要で「心の余裕」 

は大事であると（演奏を） 

 あけましておめで 
とうございます。 

 昨年は学園創立百 
周年で、いろいろな 

行事が執り行われ全 
て無事に終えること 

ができました。『こ 
の百年は本当に平坦 

な道ではなかった』 
という話を理事長か        

 新年おめでとうご 
ざいます。  今年のお正月は大 

変いい日でした。こ 
の一年、こういった 

穏やかな日が続くと 
いいと思います。 

 昨年は学園にとり 
非常に大きな年でし 

た。大正元年、一九 
     理事長、学長の平成２５年年頭挨拶要旨 

後藤泰之学長 ら聞いています。いろいろ 
なことを乗り越えて現在が 

あるわけで、その時その時 
にお務めいただいた先輩の 

ご努力に対し感謝しなくて 
はいけません。 

 すでに百年は一区切りが 
つき、次の百年へ向けスタ 

ートを切りました。これま 
での伝統をますます充実、 

発展させるのが、我々に課 
せられた課題であります。 

 私学を取り巻く状況の厳 
しさは、これからも多分変 

りません。それを乗り越え 
ていくには、▽就職に強い 

▽「ものづくり」は日本一 （と私は自負）▽教育力が 
ある―のほか、トータルと 

して強い大学を目指してい 
くことです。強い大学・愛 

工大をこの先、百年の一つ 
の課題として一つ一つ積み 

上げていきたい。目標に向 
かって力を合わせて、危機 

を乗り越え、強い大学・愛 
工大を目指し、頑張ってい 

きたいと思います。 
 間もなくセンター試験、 

一般入試も始まりますが、 
大学としての元旦は新入生 

を迎える四月一日と思いま 
す。ここで皆さんが学生に 

『勇気』と『元気』を与え 四年間及び六年間で、社会 
に役立つ、強い学生を育て 

ていただきたい。 
 百周年の行事はほぼ終え 

ましたが、学生は百周年を 
あまり意識していないとい 

うか、盛り上がっていない 
という状況でした。昨年、 

（それを見ていて）、「百 
周年に学生を巻き込んだ何 

かできないか」と思い、客 
員教授をしてもらっている 

映画監督の堤幸彦監督とも 
話をしていました。（本学 

開学）五十周記念事業で映 
画「築城せよ！」をつくり 

ました。参加した学生にも 非常に良かったし、教職員 
にも協力してもらい、盛り 

上がりました。そういうも 
のができないかと、堤監督 

にお願いし、年度内に（具 
体化へ）と思っている。 

 学生には一人でも多く声 
をかけて、映画づくりに参 

加してもらいたい。映画は 
「ものづくり」の集大成で 

あり、学生にはいろいろの 
場面でプロの現場を体験さ 

せ、一つの作品を仕上げた 
感動を体験させ、卒業させ 

たい。皆さんには、映画も 
含めて本年も、ご協力をお 

願いします。 

後藤淳理事長 
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 愛工大が一 
昨年から八草 

キャンパスを 
開放し、紅葉 

や写真撮影を 
楽しんでもら 

う目的で開催 
している「秋 

の紅葉―キャ 
ンパス散策と 

フォトコンテ 
スト―」が昨 

年十一月三日 
に行なわれ、 

ちょうど見ご 
ろを迎えた紅 

葉を楽しむ大 
勢のアマチュ 

アカメラマン 
や家族連れら 

でにぎわいま 
した。  キャンパス 開放当日は時計台のある第 

１本部棟から３号館にかけ 
た街路樹の葉が黄色、赤色 

に美しく染まり、散策やフ 
ォトコンテストに絶好の日 

和となりました。カメラを 
手にした人や家族連れが絶 

景スポットで足を止めて、 
素晴らしい景色を満喫して 

いました。  フォトコンテストの応募 
作品も合わせて五十三点と 

昨年秋に比べ大幅に増加。 
後藤泰之学長を審査委員長 

に最優秀賞などを決めまし 
た。入賞作品は八草と本山 

両キャンパスで展示。 
 受賞者は、左記の皆様で 

す。（敬称略） 
 ▽最優秀賞 富田誠司  

「芸術の秋」▽優秀賞 鈴 
木保彦、水野章一▽入賞  

市川信子、長村英一、堀川 
喜代太郎、後 

藤徳子、天野 
晴元、倉田千 

恵子  ▽学長特別 
賞 河竹菜美 

「芸術の秋」 

 後藤鉀二先生奨学記念会（会長・後藤淳理事長）は1月22日､坪井常世  学生支援本部長（建築学科教授）に「平成24年度後藤鉀二賞」を授与し  ました。昭和49年度から始まった後藤鉀二賞受賞者は、今回の坪井教授  を含めると合わせて80人となりました。  「後藤鉀二賞｣は昭和47年1月22日に亡くなった後藤鉀二前理事長の遺  徳を偲び、学園各設置校の教職員で科学技術、スポーツ振興等で学園の  発展に顕著な業績を挙げた人に贈られます。奨学記念会は、坪井教授が  昭和52年4月に本学建築工学科講師に就任してから現在にいたるまで､建  築電気設備、建築環境工学等を専門分野に建築工学科、大学院工学研究  科建設システム工学専攻等及び生産・建設工学専攻等の発展に貢献。さ  らに学科再編の整備等にも管理運営の経験を活かし尽力、また、電気設  備学会の評議員、中部支部理事等のほか照明学会東海支部評議員を務め  るなど学会の活動にも多大な貢献をしたほか、大学全体の教学、入試や  管理運営面で教学部長（現教学センター長）はじめ学長補佐、入試本部  長を歴任し24年4月からは学生支援本部長の要職を務め､教学環境の整備、入試制度改革等の幾多 の改革を実施、19年に発足した愛工大教育研究活性化推進プロジェクトでは社会連携貢献プログ  ラムの座長として大学の社会貢献事業の発展に寄与した―として後藤鉀二賞授与を決めました。    授与式は八草キャンパスの本部棟2階会議室で､後  藤泰之学長ら記念会、学園役員らが出席して行なわ れました。後藤鉀二先生の遺影を前に全員で黙とう した後、後藤淳理事長が坪井教授に賞状、賞牌など を手渡し、入試で一緒に静岡へ行った思い出などに 触れながら「後藤鉀二賞の受賞、おめでとう。これ からも色々な分野でまだまだ頑張ってほしい」とお 祝いの言葉をかけ、坪井教授も「学園、大学はこれ からも発展し続けると、心強く思っています。微力 ですが、学園の発展のために今後も労を惜しみませ ん」と謝辞を述べました。  記念写真の撮影の後、坪井教授を囲んで会食をし ながら、和やかに歓談しました。 

坪井常世愛工大建築学科教授に後藤鉀二賞 

後藤鉀二先生の遺影の前で賞状を手にする坪井常世教授 

後藤鉀二賞の坪井教授（前列右から3番目）と後藤淳理事長（同4人目）、後藤泰之学長（同5人目）を囲んで記念の写真を撮る後藤鉀二賞授与式出席者 

後藤淳理事長が坪井教授に賞状、賞牌などを授与 

八草キャンパス会場に「秋の紅葉―キャ

ンパス散策とフォトコンテスト―」開催 
最優秀賞 「芸術の秋」＝富田誠司氏 
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ス大賞」が昨年十一月十七 

日、八草キャンパスで開催 
されました。愛工大は、青 

少年の科学への興味・関心 
を喚起し、科学立国を支え 

る人材の育成に寄与するこ とを目的に同大賞を実施し 
ています。今回は愛知、岐 

阜、三重、静岡の四県から 
「自然科学部門」に十三校 

二十二件、「ものづくり部 
門」に十三校十五件の応募 

がありました。発表に先立 

 高校吹奏楽部の「学 
園創立百周年記念・第 

四十八回定期演奏会」 
が一月六日、名古屋市 

の名古屋国際会議場・ 
センチュリーホールで 

昼、夜の部の二回、行 
われました。ＯＢ・Ｏ 

Ｇ吹奏楽団も出演し、 
定期演奏会を盛り上げ 

ました。  昼の部では演奏の前 
に後藤淳理事長が舞台 

に立ち、満席の観客に学園 
創立百周年、吹奏楽部、定 

期演奏会の歴史等に触れ挨 
拶しました。この後、伊藤 宏樹顧問の指揮で学園創立 

百周年を祝いショスタコー 
ヴィチ作曲の「祝典序曲」 

に始まり、ステージドリル 
をはさみ演奏。どの曲も全 

国優勝に輝く卓越した音楽 
技法、演奏技術を随所に織 

り交ぜて披露し、感銘を与 
えました。  また、ＯＢ・ＯＧ吹奏楽 

団が、ＯＢで現在、指揮者 
として活躍中の寺島康朗氏 

（昭和五十四年卒）の指揮 
で、昭和四十一年に初めて 

全国大会に出場した時に演 
奏した「吹奏楽のための序 

曲」などを演奏。四十年前 
から昨年の卒業生まで合わ 

せて約七十人からなるメン 
バーが練習の成果をみせ大 

きな拍手を受けました。 

ち後藤泰之 学長が「応 募論文はい ずれも充実 しており生 徒らの熱意 に敬意を表 します。他 校との研究 交流を深め 実りある一 日にしてく 
ださい」と激励しました。 

 両部門に分かれてステー 
ジ発表、パネル展示発表＝ 

写真右＝が 号館などを会 
場に行なわれました。いず 

れも綿密な調査、実験、も 
のづくりによる研究発表ば 

かりで審査に当たった成田 
国朝工学部長ら本学教員の 

審査員を悩ませました。 
  長年参加校へ特別賞 

 審査の結果、優秀賞など 
のほか大学の母体、名古屋 

電気学園創立百周年を記念 
して長年、「サイエンス大 

賞」に参加してきた自然科 
学部門で一宮（愛知）、加 

茂（岐阜）、ものづくり部 
門で愛工大名電、佐織（い 

ずれも愛知）にそれぞれ特 
別賞が贈られました。 

高
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知
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」
集

め
た

「
Ａ

Ｉ
Ｔ

サ
イ

エ
ン

ス
大

賞
」

開
催

 

ものづくり部門優秀賞受賞校自然科学部門優秀賞受賞校 
時習館・愛知 

向陽・愛知 11 岐阜・岐阜 
一宮Ｃ・愛知

高校吹奏楽部定期演奏会

Ｏ
Ｂ

・
Ｏ

Ｇ
吹

奏
楽

団
も

出
演

し
花

添
え

る
 定期演奏会へ向け取り組んだ練習の成果を披露するＯＢ・ＯＧ吹奏楽団 

全国大会常連校にふさわしい素晴らしい演奏で、観客を魅了した高校吹奏楽部 

10 
富岳館・静岡 安城農林・愛知 



第149号 学 園 だ よ り  平成25年3月1日（6）  

   前期日程・Ａ方式（記述 
式）、Ｍ方式（マークセン 

ス式）の一般入試が一月二 
十七～二十九日、八草キャ 

ンパスのほか自由ヶ丘キャ 
ンパス、岐阜、金沢など全 

国各地の試験会場で行われ 
ました。  初日の八草キャンパス会 

場には早朝から受験生が詰 
めかけ、ピーク時には構内 

のバス停から試験会場の  
号館まで長い列ができまし 

た。受験生は会場の教室内 
で時間を惜しむように参考 

書に目をとおし試験開始を 
待っていました。三日間の 

試験中、トラブルもなく試 
験は平穏に終わりました。 

 前期日程は三学部七学科 
十三専攻の募集人員六百三 

十七人に対し、志願者総数 
四千八百八十七人と、昨年 

を上回りました。    
 一月三十日の推薦入試に 

続きマンモス入試となって 
いる一般入試が二月五日、 

若水キャンパスを会場に行 なわれました。北校舎のほ 
か、昨年まで借りていた近 

くの大手予備校会場を取り 
やめ、学園創立百周年記念 

事業で若水キャンパスに建 
てられた淳和記念館の記念 

ホールなどが初めて試験会 
場に使われました。 

 いずれも大勢の受験生で 
埋まり、緊張感に包まれて 

いました。受験生は試験監 
督の教諭から注意事項など 

を聞いた後、国語から始ま 
る試験に取り組んでいまし 

た。  志願者総数は、推薦を含 
めて四千人弱（定員は普通 

科、科学技術科、情報科学 
科合わせて六百六十三人） 

でした。 
 厳しい冷え込みとなった 

一月二十六日の奨学生入試 
では、厚手の服やマスク姿 

の児童が、正門で進学塾の 
先生から熱い声援を受け、 

緊張した面持ちで次々に試 
験会場へ向かいました。試 

験開始間際まで問題集など 
をチェックする児童も見ら 

れ、教室内は張り詰めた空 
気に包まれていました。 

 試験監督の教諭から試験 
上の注意を受けた後、国語 

など各学科の試験に臨み、 
解答用紙に鉛筆を走らせて 

いました。受験生に付き添 
ってきた保護者は、そのま 

ま校内の控え室で試験が終 わるのを待っていました。 
 今回の志願者総数は百五 

人の定員に対し奨学生、一 
般合わせて六百八十一人に 

上りました。 

平成25年度入試概況  厳しい冬の寒さ 
の中、愛工大附属 

中学校で一月二十 
六日～二十七日、 

愛知県内の私立中 
学校のトップグル 

ープとして行なわ 
れた奨学生・一般 

各入試を皮切りに 
大学前期日程一般 

入試、高校推薦・ 
一般入試と続きま 

した。 

愛
工

大
名

電
高

 

愛
工

大
附

属
中

学

 早朝から続々と試験会場に詰めかける受験生（大学八草キャンパス） 
愛

工
大
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初めて一般入試試験会場にあてられ大勢の受験生で埋まった記念館・記念ホール 

問題用紙が配布され、緊張した空気に包まれる附中奨学生入試の試験会場 

愛
工

大
情

報
電

子
専

門
学

校
 

 昨年十二月から始まった 
一般入試が一月十三日、校  

内で行なわれました。同校 
は高度情報処理学科（三年 

制及び二年制課程）など四 
学科からなり、この日は電 

子制御、ＣＡＤ・ＣＡＭの 
両学科を受験する高校生が 

筆記（数学）と面接の両試 
験に臨みました。面接はグ

ループ面接で行なわれ、受 
験生は、教員の質問に真剣 

な表情で答えていました。 一般入試のｸﾞﾙｰﾌﾟ面接で試験官の質問に緊張しながら答える受験生（手前） 



（7）平成25年3月1日  学 園 だ よ り 第149号 
 「名 古屋電 気学園 ロボッ ト交流 会」が 二月九 日、若 水キャ ンパス 内の昨 年、学 園創立 百周年 を記念 して建 

設された「淳和記念館」＝ 
名古屋市千種区＝で初の試 

みとして開かれました。 
 愛知工業大学などを擁す 

る工科系総合学園として知 
られる名古屋電気学園は、 

「ものづくり」教育の柱と 

ブルに出場した愛工大名電 
高フェンシング部の島田翔 

大選手（一年）も決勝に進 
み、六位に入りました。 

 同優勝で川北選手は二月 
三日、スウェーデンで行な 

われた「２０１３フェンシ 
ング ジュニアワールドカ 

ップスウェーデン大会」に 
日本代表選手として出場し 

ました。  学園表彰は高校校長室で 
行なわれ、後藤淳理事長が 

川北選手に「これからも頑 
張ってください」と賞状を 

贈りました。  愛工大 卓球部の 吉村真晴 選手（経 営学科一 年）＝写 
真＝が、五月にフランス・ 

パリで行なわれる世界選手 
権個人戦の日本代表選手に 

選ばれました。日本卓球協 
会が二月四日に発表した男 

女合わせ十六人の一人に入 
りました。ダブルス要員と 

して選出されました。 

   
して力を入れている小学生 

から大学生までを対象とし 
たロボット技術に係わる教 

育環境の整備、充実を広く 
理解してもらい、併せて学 

園内のロボット技術・教育 
の交流を目的に交流会を開 

催。淳和記念館の一階オー 
プンラボで行なわれた開会 

式で、後藤泰之愛工大学長 
が交流会参加者らを前に、 

「この記念館はロボット、 
ものづくりの施設、環境と 

しては日本一と自負してお 
り、今回の交流会をとおし 

てさらなるロボット技術、 
研究の飛躍に繋がることを 

期待しています」と挨拶し 
ました。  引き続き、「レスキュー 

ロボット競技会」を皮切り 
に本大学の奥川研究室（奥 

川雅之機械学科准教授）の 

名
古

屋
電

気
学

園
ロ

ボ
ッ

ト
交

流
会

 

 ～集え！ロボット大好きっ子

～
 

レスキュ ーロボッ トコンテ スト、古 橋研究室 （古橋秀 夫電気学 科教授） の鉄人プ ロジェク 
ト、伊藤研究室（伊藤暢浩 

情報科学科准教授）のロボ 
カップレスキューシミュレ 

ーション、水野研究室（水 
野勝教情報科学科准教授） 

のＥＴロボコンコンテスト 
のデモンストレーションが 

行なわれました。愛工大名 
電高専門学科一年生による 

「第１回ロボットデザイン 
コンテスト」も一階ラウン 

ジ・ラボで開かれました。 
 末松良一大学総合技術研 

究所客員教授が、からくり 
人形師・九代目玉屋庄兵衛 

氏（本学客員教授）の作っ 
た「茶運び人形」を使い、 

からくり人形の実演、解説 
を行ないました。 

 【写真は、右上が交流会参 
加者ら、左中がレスキューロ 

ボット競技会、右下が末松客 
員教授による茶運び人形の実 

演】 

 愛工大附属中フェン 
シング部の川北信海選 

手（三年）がＪＯＣフ 
ェンシング大会で優勝 

に輝き、学園から表彰 
されました。 

 川北選手は一月十四 
日、駒沢オリンピック 

公園体育館(東京都)で 
行なわれた日本フェン 

シング協会主催の「第 
 回ＪＯＣジュニア・ 

オリンピック・カップ 
・フェンシング大会兼 

２０１３年世界ジュニ 
ア・カデ・フェンシン 

グ選手権大会選考会」 
・カデ男子エペ（十七歳以 

下）に出場。予選を勝ち抜 
き決勝トーナメントに進出 

し、高校選手らを次々に下 
して見事、優勝を果たしま 

した。また、カデ男子サー 
ＪＯＣジュニアフェンシング大会で優勝 

 

学園から贈られた賞状を手にした川北選手と後藤淳理事長 

吉
村

選
手

が
日

本
代

表
に
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ロボット交流会で挨拶する後藤泰之学長 



学 園 だ よ り 
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 ▼後藤淳理事長が学園・ 
大学の年初式で「今年一年 

が元日のように穏やかに続 
くことを願っています」と 

挨拶されました▼日本経済 
は新政権発足で「円安」、 

「株高」と明るさが見え始 
めました▼学園は昨年の創 

立百周年の各祝賀行事を滞 
りなく終え、今は次の飛躍 

に向け力をためている状態 
です▼大学では学園創立百 

周年で、まだ大学としてや 
り残したことがあると動き 

出しています▼後藤泰之学 
長が年初式で、「映画づく 

り」の話に触れ、教職員へ 
の協力呼びかけがありまし 

た▼映画と言うと、大学開 
学五十周年記念事業での劇 

場用映画「築城せよ！」の 
製作が思い出されます▼あ 

の時は、映画スタッフが大 
学の寮に泊り込み、学生は 

もちろん教職員もエキスト 
ラを含め、様々な形で参加 

▼キャンパス内でロケなど 
が行なわれ、何かと盛り上 

がりました▼今年も学園は 
何か、〝にぎやか〟になり 

そうです。    （久）  

第149号 平成25年3月1日（8） 

 愛工大キャリア 
センターと学園全 

体の後援組織、学 
校法人名古屋電気 

学園愛名会による 
「平成二十五年学 

内企業展」が二月 
十四、十五日の両 

日、八草キャンパ 
スの鉀徳館で開か 

れました。  企業展では来春 
卒業予定の愛工大 

学生、大学院生、 
愛工大情報電子専 

門学校学生に企業から企業 
概況、業種、採用状況等の 情報を収集してもらい、昨 

年十二月に解禁となった就 
職活動で役立ててもらえれ 

ば―と毎年行なわれていま 
す。初日は名札を胸ポケッ 

トに入れた真新しいスーツ 
姿の男女学生が、会場入り 

口前で早くから行列をつく 
り、熱気に包まれていまし 

た。  開会と同時に各ブースと 
も次々に学生が並び、順番 

待ちができる企業もあるほ 
どでした。人事担当者らが 

  
スライド、資料を使い、自 

社で手がけている製品から 
事業内容、待遇、平成二十 

五年度の採用見通しなどの 
きめ細かい説明を行ないま 

した。採用へ向けて独自の 
会社説明会の案内を行なう 

事業所も多く、緊張した面 
持ちで質問し、メモをとる 

学生の姿も目立ちました。 
 教員やキャリアセンター 

職員が会場内を回り、学生 
をブースに誘導したり、相 

談にのるなどのサポートに 
努めていました。キャリア 

センターのまとめでは、参 
加学生数は二日間で延べ三 

千三百四十九人で、企業数 
は四百九社でした。 

 愛工大応用 
化学科は二月 

六日、「水質 
汚濁防止法改 

正」（昨年六 
月施行）を受 

けて３号館４階講義室で四 
年生、教職員を対象に「水 

質汚濁防止法改正に係わる 
説明会」を開きました。 

 学内で他の学科に比べて 
数多くの薬品等を取り扱う 

応用化学科は、同法改正後 
に豊田市の指導もあり、大 

学の母体である学園事務局 
管理部と協議、学科の入っ 

盛
り

上
が

る
「

学
内

企
業

展
」

 緊張した面持ちで人事担当者らの説明に聞き入る学生（2月15日） 

初日から学生が詰めかけ、熱気
に包まれた学内企業展の会場 

 ている３号館内の研究、実 
験室に設置してある流し台 

全部に、「地下水汚染を防 
ぐための注意書」＝写真右 

上＝を取り付け、実験で使 
用したビーカー等の器具洗 

浄、試薬、洗浄水の廃液タ 
ンクによる回収、流し台排 

水管の破損・漏洩有無の点 
検等に取り組んでいます。 

 今回の説明会は、豊田市 
から「社会人になる四年生 

の学生にも教育を」との要 
望を踏まえ、地下水汚染防 

止等の啓発も含め開きまし 
た。 

地下水汚染を防ごう―水質汚濁防止法改正を受けてー 学生らへの啓発など目的に開かれた「水質汚濁防止法改正に係わる説明会」会場 
 


